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1緒 言本病は昭和17'ー18件頃がら高知 用ひ允唾1の本を懐病稗痩ゼn1f行為井突の離であ

!l9i誕愛媛県最下等で瑳生を報ぜられ、本臨でι一昭 るp

印刷こ費指令認め允事態である 病訟に於τ黒
‘さ似た車6f;~~ 旬、特~::ri主意:を惹」イ様であ
昭和J2Uぞいは~下では南部句小間・詑 fl ・

11; 月め諸都じ珪tt:Þ~多<.、北部の阿賀地:tHこも

生じ大。

営研究所T棋酔蹴甘藷の靖害d究主 1 J""[詰
るので、首時綜かあ波撞せられ首研究所に在留

:p費憎め締島舛村青年事校長牛今回，.がflして
本研究に常り特に各品種によtる幅捕の差異ヰヰ

撮棚撒布の車防効果等の検定ぞ特なっ~ 本報

需拡其結果の概要である。

接稜試験加の甘藷の品種は主ざし℃阿山W.U量
J;甘藷猷駿!'，位の岸本技官から分奥された 1 ので

1る.錯しt謝意ゼ註する。

E病 獄本病の費生の壊境に 'き可.喪
L地を踏査した結果で拡山間帯の開墾地等帯地

噛鷲住が葬fbψつ大.排水良妻子な傾斜地に志聾倖.
， .又切刷-au水周よ b も費牛j;~多 ， ， 雨

'の時陀!費生的多い傾向j}あゐ・

本病以塊棋は依接待.ぜなhが葉片・葉柄友1>

"皮革)-a>侵害する 葉月、二費生の場合は最初褐

色又は黒色闇形又は持園部ゐ小斑態省F 生'-t ~o
6f斑は大さ 15¥メ、普通2-3i: ~、多〈
ι孤tr散生L、:時に融合する lもある。漸次損
恥し褐色又は疏褐色さなり鰍組以欄の

践んだものでは、病斑吉田は脱落じτ穿孔を生ヲ込
品。最後に棄は黄撞脱落す再 葉柄}こ掛て将戦

1h3¥1ま黒色の斑艶を生じ健制こ自路し、長楕闘.
郁夫は椅闘形怠る輪賦の斑i伎を主もがる。長径l

O t メ〈短形(1.ú~t8 i: ~さ怠る・輩(蓮〉に
枇ける病甑も葉柄じ於Uるミ略同様で梢 L大草4
Q)病斑宮なる。蔓t紘基部が先端車fJ柏、都より也

誕病激甚である o (第 1圃1ピ側病寄託参照).

今ー例とし可基何基部三先端新棺部さの躍肩書

担穫を比較した組巣を掲停るu高系4蹴種の草

様病回開F1司司脳| 同

亙;:lJlflu-1!-j!勾17
黒焼棋は育苗期カ:ら藷の牧穫明金で議績脅tfー

する1夕、夏軍高瀧乾燥のt誌は~時下メえとなる。

雨天が舗けば又費生ずる。貯職中め藷に聾穿し

't:.幼芽ーにも被害の現ばれあ事がある(小間郡朝

食付での観察〉。

3病 菌本病は不完全薗・暗色錦商 I
Matr酔spOritt泊島薗の与野生によりて起るもの・

で、〔設病菌には鵠方・博士院ょの MaCiOSpOf'拍m
batatkola 1 r<aはめ新名が附ぜら料品痛嘗ヤは

鼎'1訴の担が県へ守ねて罷る3iまでは英名視を
使用する.よ~)

槍子梗は病斑部じ態年或I急措 It.;."褐色又は

鋭補色で隔膜があり、先掛~分特

1:昭和引年・3月U日本薗の純粋培養応出来た分 病徹 病菌の信子梗及び分控胞子

:;胞子存揖践を噴霧接種し岡20日に結果栓調査 (設及業桶) (馬鈴薯穆天に10日間峰聖書〉

た〈捺種の方法は第、4項「を詳記寄るj/，割臓に 第 1圃甘藷黒星病(日浦摘)

C54) " r.t(属議研究鎖反省傍占蹴 54-56頁1!H7J
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~.分生胞子は淡褐色大形'ti"第2 閣の如 f にtJ
隔制こ縦隔がめち長大なる明服部がある.大さ

測定の結果はt長さ-46-95(モーず60)卒均62・8

ミユ、幅 10.-25"'( を占 ~~17・ð) 平均 17.6~ ユ.

噛肱部は非常協長検色で其最~ 90-260 (培
-'" 15('))平均 155，3iユ、制2日5..L5ミユであ

る.胞チには2-9(そ-"，，6)杢均 5・6個の横

隔映さo~-8.個〈モ-j.' 1)乎均2・(')]個の縦摘
映さがあtる・〈第1圃fi側病薗事j粉
病菌の按7S3培養温度さの聞係を馬齢薯霊長天
培養基上K拭付け培養3日後及8日経i二薗叢の
直径を測定した.4個の培聾の生長の平均以第

2表の如くtあるイ

酔液は胞 I í:'形成しfこ窓天培益基上tこ殺菌水~

詮加L.，葉表面を撮り胞子高?落L‘之岩jf.-!ゼ:-U

描i品じたもので、約100俗の踊ったで 1硯野tこ胞

i'-!ð-8ð個位見ゆる程置のものである。之~ョ

シ /レツすiーに連格しτ約試廊て制秒間噴癖
L地持稜俵はそのままー熔*摘を乾カ、し胞す
を同着せじめた後、特tと盤寧した梯室で 日樹

高間し持後は窓~開放し 5-6 日の換に帝斑の

多少うた小事を調査し判e

被害程度@調輩は痛斑の少じもf，ti)もの沿0、

酬を l個でも認め?ニ極搬なものはl、極茜

ずさしいものは 5 苓じ其隔た病班の大、~ミ多少に
よりで 2.3・4!~把持しに.部ち O は病斑魯緑、

第 2 表 病薗薗叢の鷲脊さt意義温度さの闘係

婦警温度|竺iニ-'_1.0，.1ぉ .1 20 1 24 I Z7 I~I 33 1土
培養 3日後 I~ 1 0 l' '7:6 I '20:1 I 15.2 I 15.0 1ωI 9.2 I 16.5 I 。
繕 蓑 B日後 1 0 1 1'0 1 14・51凱5I ~9.5 1‘47，5 '1 60. I 43.7 I i 26.2 1 0 
一一_1_.1一一一.一一ー|一一一l咽___.I_......L.I_申」一_1一一ー

病菌一歯叢の生育と培養基の民感さの聞係を鴎 1t.ま病斑極少、 は少、 B'立中.等、 iは多;5は
鈴薯寒天で貫職Lt:鋸氏27度、δ百聞培養後 挿多ざいふ風にしす之。柏崎周査は常に教λで別々

の薗叢め直徳を示す&第表の如〈である. じ記持じ其結果伝手均しfこσ其4固反援した賞

、 序 3 表 病菌蒔農の遊宵ミ培養基 PUさの聞係 ' 

」LlJfi-l 竺|川とI_~~L-;.5 I 8.5 j ~.5 
1M 1 25.9 1 ~4丸 1 45.9 1，私 5 1 羽.1 1 37.4 1 88.0 

L粍) I L_一一 I -I I I I I 

|5.2 I 5.8 I ~4 I~.三I~__J ，8.1 t 9. 
~I 菌叢，直径 I 0 I 16.1 I '42，.1 I誌 5I・36.D1， 33-4 I沼oI aI.2 I制 I27.6 
t粍JI I_~~II __  l_ I MI 1 1' .1 

病菌の越年に闘しては求f:輔の結果を得℃ 磁峨州第 1駒山である。 。

届ないが，~:t.までの観察では前ff避生地位藤編 集4表の結果によるさ島株4lktd蹴蹄東19

の多い事賓から被害藍書~~二附着しx或は主壊ポ 及21競高系Z号車沖縄1∞臓は特に強t 農林1・

に越年こするも匂勘様である.貯轍中の施の聾芽 3及4披及関東18韓ち強い.とじ民Lて内原 1
令し幼芽じも掃擁の議以れ事前・ら諸の面にも附 貌高系嘘及4誠九捌1・『及1(')瞬、赤源氏並

着して"るもめの様であるL a 伝車線棋氏が弱い等合勾まつきの芝判かるe

4謹病と甘藷晶種との関係本病の彊非 5黒星病防ヰ各種融防薬剤の到果

は品種によっ?定着がある様で、-此Z誌につき』i和 確病の比較的激甚な高系4強漣の蔓をさり茶葉

21年夏宮研究所で貰輸した結果~記述する。接 先きじ近き部分5本宛を'厨口娠に挿入し立に各

種の方法的蕗護ぬ蜘及捕の南方をー品種・ 種襲骨j溶伽種々の漉 tで噴霧し判締共2

b本宛そl:，!) 之を既日嫡子瓶(1 封度入)~二挿 瓢宛10争:0連を供用し、共結果の調査は前記品

入しお枇加~1 時経過L同基地築 専の射さ向?yニ.(，i:， o: ~ =e摘し共結果併
を依複した後に胞子探訪宇波を噴嘉し1:..胞子浮 駒し代 其結果は第5表の如くであ.>';，，0

申 15..... (56) 



j影4表 甘藷品種の黒星病に劃する指11病程度

(質量産I・III及IVほ塾先・II，lt唾元を供用) ， 

貰 III I IV I硝
毛主先):c事元〉

.艮'林 1 望E Q.4 0.2 。。0.15・
:農林 2 IR '1.4 3.2 3.6 2.6 2.7 。。0・2 。0.05 
.良林 a ， 0 。0.2 。0.05. 
農林 5 奴 。。。。。
1 祢 6 蹴 。。。。。
1林 7 IR 1.2 4.8 6.4 4.8 4.G5 
集林 18 貌 。。02 0.2 0.1 
調東 19 放

， 。。。。。
陽東 20 .. 0.4 0.8 0.4 。0.4 
関東 21 蹴 。。。。。
踊東 22 !ft 1.0 ].0 D.4 0.2 0.65 

九州 1 掠 2.8 5.6 I 4.6 3.8 4.2 

九州 8 蹴 2.8 3.2 4.8 3.4 3.65 

九州 10 蹴 2.4 4.0 .4:6 3.4 3.6 

liIi系 3 扱 。
o • 
。。。

'fIi系 4 按 2.0 3.6 4.0 3.2 3.'a 

』

重量 系 5 貌 4.4 5.6 5.8 6.2 込~5

沖縄 1ω 百 。。。。。， 
七 嗣 2.8 2'U 0.4 0.2 1.36 

尼 ケ 事缶 1.0 .2.0 4.Z 2.0 2.3 

重量臨海玲 1.8 3.6 6.0 4.2 3，9 

赤 話島 兵/ 1;6 4.4 5.0 3.8 3.68 

内原 l 貌 5.6 6.8 5.8 5.6 5.75 

包手-3殴 2.4 2.s 1.0 0.8 l.15 
te 魁 事毎 2.0 1.6 0.5 。1.03 
第 1回集先部1:劃し昭和21年.8周21日接福岡27

!3潟宣・第2回11同日憂え郁に接種c1)結集。，修

3 図it同年 8 月 30日接届 9 月 4 日翻査~ .4図

』玄関l.0周4日接"1019日調査の桜痴観皮

第(.表

水和硫黄刻 2.加

2.回

4.0 2.0 2.33 

ポル ドウ合剤 0.26 I 0.6 0.4 1.5 0.83 
1.∞ 0.1 0.4 2.0 0.83 
2.4 7.5 2.9 4.261 

銅製刺 1~ I 0.25 2.7 1'.1 3.0 3.56 
1.00 0.8 3.1 1.4 1.76 

Q.05 2.9 3.9 1.6 2.釦

銅製剤 2撹 ct.25 2.2 4.0 1.7 2.63 
1.00 0.6 1.8 1.3 1.23 

。無 薬剤・按 調 一 4 
然襲鮒・無接話 一 。. 
第5去の結果ではボルドZ合剤は最も有効で
其0・20"‘(1石式〉及1・0(2'::ト5升式〉は稼防の

劫充分であり、銅製剤1蛾並に2挽も 1・0液な

らば効果ある事が分った.石灰硫黄合剤及水和

硫~:合剤のま日合硫黄剤では 1・0"液でも充分の

効果を期待し得ないざいふ結果になうで居る。

6縄括
1) 甘藷の諜患病は最近四圏中国地方に重量牛.

L事前替で閥111蘇:rにも叢生する.其病原菌に

は Mactospor!umbataticola Ikataの名栴が奥へ

られt尉るうから暫〈之ぞ使用する.

2) 本病薗華宵の最適温度は‘27変jlf~ で長低
は4-5度、最高34-5度の如〈、培養基の反

a 慮の酸性限は pl-I3-3.4'、摘は向柵託、

アルカリ性ではpH9.oでも倫よ〈費育する。 、

'4) 本病薗の費生には品種さの闘係j)~判然し

主居る様で筆者の接種試駿では農林4及6蹴・

闘東19及21観・高j¥3就・沖縄lda班が特に強

〈農併1・ 3 及 4蹴・閥事1~就も強い.iに反し
t内原 1枕・高系4及δ蹴・九州 1• 8及16蹴・

赤源氏並に蔓無瀕氏は弱h、.

5) 本病蕗は被害輩薬上に或鉱甘藷面に附着

して越年する様~ðうるか:ら、被害霊薬は牧獲時

に清備し深4裡混又は蟻刻する.種藷は被害地
以外からさる様にする。

6) 含銅撒布剤、特tζボ叱ドウ合剤は効果が

/ぁ.るから費帝P兆があれば共約1石式のボルド

ウ合膏lをF撒布す争が主いo I 

本研究費は文部省間県道験研究補助金で支掛

された。ままに深謝の置を表する.
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